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平成２９年度総会

5月28日（土）に第1７回総会が開催され、２８年度事業報告、

会計報告、２９年度の事業計画、予算案が議決されました。
また昨年度に引き続き、電化製品等の備品や設備の計画的な買

い替えや修繕を検討する必要性があることが報告されました。

今年度より牧内明子さんに代わって、三間真理子が理事を務め
させていただきます。牧内さん、長い間理事を務めていただき、
ありがとうございました。今後ともご支援よろしくお願いいたし
ます。

平成29年度上半期利用状況

NO２２

2017.12

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
延べ人数(人） 32 53 26 74 74 54 50

延べ日数（日） 178 234 106 261 234 228 196

利用率（％） 84.7 95.5 48.0 89.7 89.0 91.3 79.3

ご寄付がありました

平成29年4月～平成30年11月20日迄
【寄付金】
内藤 加奈女様 50,000円
浅井 謙一様 10,000円
（有）ケー．アイ．イー．コンサルタント様 50,000円
加藤 明子様 1,000円
平澤 光子様 3,000円
杉本 英樹様 20,000円
内田 雅代様 10,000円
宮下 裕介様 10,000円
石井栄三郎・文様 10,000円
山口 梓様 6,000円
松尾 明子様 10,000円
【物品寄付＝ハウス消耗品】
花王株式会社様 洗剤他
（財）がんの子どもを守る会様
匿名の方 切手

ホームページのアドレス
http://nagano-child.jp/overview/familyhouse

JHHHネットワーク会議全国大会報告

『第18回ＪＨＨＨネットワーク会議に参加して』
安河内 淳子理事

全国でファミリーハウスの活動を行う団体が集うネットワーク
会議が松山市で開催され、上條代表と出席してきました。
会場の県立中央病院近くには『ファミリーハウスあい』があり、

ハウスを経営するのはＮＰＯ法人ラ・ファミリエです。
全体会議ではラ・ファミリエ理事長より活動報告があり、ファ

ミリーハウス運営だけでなく、慢性疾患児の自立支援活動、活動
の拠点となるジョブサロンや大学小児科の就労支援外来の紹介等、
多様化したハウス活動の興味深い講演がありました。
その後、分科会に分かれ、私が参加した『病院・ハウスとの連

携』グループでは、医療現場は忙しく、病院とハウスのスムーズ
な連携は現実的には難しいという病院側からの率直な意見や病院
とハウスをつなぐ専任スタッフの育成等、活発な意見が交わされ
ました。
『病院近くのわが家』という共通理念のもとに活動する仲間た

ちの情報、意見は貴重で、改めて病気の子どもと家族のためのハ
ウスという原点を再確認し、仲間の熱い思いに刺激を受けた会議
でした。
さて、この会議と並行して進んでいたものがもうひとつ。それ

は南から近づいていた台風21号。会議当日は四国の空を通過。
空路・陸路・海路すべてが断たれ、会議参加者に台風帰宅難民続
出。翌日、遅れに遅れた松山からの便、到着した羽田空港ターミ
ナルから見えた富士山が映えるオレンジ色の空は忘れられない夕
焼けになりそうです。

（ＪＨＨＨ：ジャパン・ホスピタル・ホスピタリティ・ハウスネットワーク）

恒例の大掃除

10月１５日に毎年恒例の大掃除を行いました。
この日は病院祭でしたが、あいにくの小雨模様…
寒い中、皆様ご協力ありがとうございました！
冬が近づいてきた安曇野ですが、利用者さまが
暖かく過ごせるように、こたつの準備も整い、
今年はレースのカーテンも新しくなりました。

たんぽぽのおうちの利用者変更について

今年度10月から、たんぽぽのおうちを利用していただける方に
ついて一部変更させていただいています。
詳しくはホームページをご覧ください。

利用者さんからの声
 こういった施設があると本当に助かります。維持管理も大変

かとは思いますが、患者・家族のためによろしくお願いいた
します。

 大変お世話になりました。短時間でも布団で眠れると休まり
ます。

編集後記
今年もあとわずかですが、平成29年は皆さまにとってどのよう
なお年でしたでしょうか？
新しい年が皆様にとって素敵な年でありますように、お祈り申

し上げます。 （三間記）

お願い：振込票が同封されている方は、恐れ入りま

すが、平成２９年度年会費の納入をお願い致します。


